
     

           

 

 

 

 

 

 

 

 

 

１ 開会の言葉  荒川 泰男 副会長 

 皆さま、ご苦労様です。ようやくコロナが少し落ち着いたかなと思います。しかし、まだまだ全てが OKになったわけでは

ないので、もう一頑張りが必要な時期だと思います。寒くなってきましたが、学校も順調に回っていると聞いておりますが、

まだまだ足りないこと遅れていること、これからやらなきゃいけないこともいっぱいあると思います。校長先生や先生方に頑

張っていただき、我々は、それを見守っていきたいと思います。 

 本日もたくさんの議題があると思いますので、みなさんのいろいろなご意見を頂戴したいと思います。 

 

２ 委員委嘱  足立区教育委員会 学校支援課 学校地域連携担当 鈴木 眞由美 様 

 公務のため、欠席となりました。 

 

３ 会長挨拶  野々村 誠 会長 

 皆さま、こんばんは。お忙しい中ご出席いただき、ありがとうございます。荒川副会長からもありましたが、一時は 8 月に

東京都で 5 千人規模の新規感染者が出ました。そのため、いろいろな活動が中止、学校の活動も中止、協議会も 6 月に第 1

回を実施しましたが、9 月予定していた第 2 回は中止となり、本日は第 3 回目です。昨日は休日ということもあり、感染者

が 27 人でした。一日あたり 30 人以下ということで、少しずつ日常に戻りつつ、非常に喜ばしいことかと思います。 

 本日は、学校の状況報告と、協議会の委員の中から十二中の現状の部活動のあり方について、議論したいというお話しがあ

りました。その部活動のあり方や十二中の将来等について、議論を深めていきたいと思います。そのため予定時間に終わらず

伸びてしまうかもしれませんが、ぜひご意見をいただきたいと思います。よろしくお願いいたします。 

 

４ 校長挨拶・趣旨説明  上岡 祥邦 校長 

皆さま、こんばんは。今週に入って一気に朝晩が冷え込んで寒さが厳しくなってきました。皆様におかれましては、ぐれぐ

れも健康には注意していただきたいと思います。昨年度コロナのおかげでインフルエンザが流行らなかったので、今年度はイ

ンフルエンザの方が罹患しやすく、重篤化しやすいと言ったようなことも一部に報じられております。学校としては ３年生が

いよいよ受験期ということになります。引き続き感染対策を徹底した上、少しずつ教育活動を再開できればと思っております。 

 さて、文科省が始めた、「ギガスクール構想」というものがどうなることかと思っていたところに、コロナによる臨時休校

から子供達の学習保証のためということで、一気に拍車がかかり、足立区も 10 月には中学生と小学生の全児童生徒にノート

パソコンの配布が終了いたしました。国が予算をつけるといいましても、実際には、1/3 は自治体が独自の財源から出さない

と手を挙げられないものです。国の補助金は全額もらえるものではなく、当該自治体がー部負担をするような仕組みになって
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います。足立区では 1 万 5000 台の区独自の財源を確保できたため、残り 3 万台分を国からの補助金で対応しました。 

ただ、拙速に機器だけを入れたため、チャット機能を利用したいじめも起こりました。足立区はかなりセキュリティを高く

してありますが、大人よりも子供の方が使いこなすのが早く、大人がセキュリティをかけたつもりでいても、網の目をくぐっ

てしまいます。足立区は 4 万 5000 人の児童生徒 1 人 1 人に全て違うランダム設定したパスワードを使用しているのです

が、すでに本校でもパスワードを勝手に変更した生徒が 2名おります。子供達の方が使い慣れてるため、大人たちがその度に

後追いで対応しています。そのため、当初できる予定だったものができなくなってしまい、対応が非常に難しくなっています。

今後、コロナが収束しても、子供達に端末 1 台という教育方法は続いていきます。世の中は色々と変わっていくので、その都

度、適宜対応をしていかなければならないと考えております。 

 また、今後も色々と地域の皆様にはお力添えをいただきながら、学校も都度対応をしていかなくてはいけないと思っていま

す。しかし、現状におきましては、学校にお越しいただいて子供達の様子をみていただくことに対してはまだ OK が出ており

ません。これが解除された際には、情報のご案内をしていこうと思っています。どうぞよろしくお願いいたします。 

 

５ 議題 

(1)学校状況報告及び今後の部活のあり方について  上岡 祥邦 校長 

 ・学校状況報告： 

足立区の教育活動の戻り具合ですが、宿泊は全て行けるようになりました。魚沼自然教室は本来 5 月の予定が変更され、10 

月 28、29、30 日に予定していましたが、実際に行けたのは 10 月２９、３０日の一泊二日となりました。これは、8 月・

9 月の凄まじい勢いのコロナ感染拡大によって、9 月 2 週目まで学校が休校となったためです。足立区では 9 月 1 週目から

魚沼自然教室を再開する予定でしたが、10 月 3 週目以降からの再開となりました。12 月の１週目までに 35 校全校を行か

せるという方針が区から出されたので、スケジュールを組み直した結果、1 泊に縮小ということになりました。宿泊行事に対

する子供の思いと大人の思いにはギャップがあり、バスで片道 4 時間、半日過ごして寝て、また半日過ごして 4 時間かけて

帰ってくるという忙しない中、子供たちが楽しめるかどうか大人には疑問でしたが、生徒たちは大いに楽しんでいました。1

泊でもいいものなのだと思いました。子供たちは非常にいきいきとした表情をしていて、我々大人はホッといたしました。無

事に宿泊行事を行ってあげられて良かったと思っております。感染対策としまして、往復のバスは 1 台につき乗員 22 名とい

う区の取り決めの元、バスを増台して対応いただきました。そのおかげで、宿の方以外とはほぼ接触することなく移動ができ

ました。 

修学旅行は 2 泊 3 日のままで、3 月までに各校独自で調整しています。本校は 6 月に行く予定でしたが、11 月 5、6、7

日の 2 泊 3 日で京都に行って参りました。本校の生徒は非常にお行儀がよかったと思います。また、公共交通機関を使ったた

め、区の方から簡易抗原検査キットで引率教員と生徒全員の抗原検査を実施し、陽性者はなく無事に終えることができました。 

3 年生について、都立の出願方法がコロナを機に大きく変わり、郵送となりました。昨年は学校が取りまとめて発送しまし

たが、今年度からは各家庭から発送していただくことになります。まだ検討中ですが、不備をなくすために、本校では、封す

る前に学校で事前確認するという方法を考えております。また、都内の数校では試みとして、インターネット出願を取り入れ

ているところも出てきています。今後、出願方法や日程が若干変わっていくと思います。次回の開かれで情報の更新ができる

と思います。 

  ・部活のあり方： 

陸上部における存続可否について議論を行いました。結論として、教員不足により継続対応が難しいため、現状では廃部

予定となっております。ただ、今後、職員の異動で陸上経験者がいた場合は、再度検討が可能となります。 

6 PTA より  海老澤 利一 PTA 会長 

 PTAソフトボール大会（区大会、エクセレント大会）結果報告：十二中は区大会で勝ち、エクセレント大会に出場すること

になりました。 

 

７ 閉会の言葉  荒川 泰男 副会長 

 本日は、根幹に触れるような大切なお話しがたくさんありました。みなさん、それぞれの想いがあるかと思います。また、

校長先生も充分にご理解はいただけていると思います。今後も継続して、ご検討をお願いしたいと思います。 


